
記　入　要　領
◎ 共通事項

①  書類はすべて平成２５年８月３１日現在における内容を記載して下さい。

②　提出書類は、ワードプロセッサで作成し、履歴書(別紙様式２)、教育研究業績書(別紙様式３)の　文字の大きさは１０ポイントにすること。
　（提出書類目録（別紙様式１）、科学研究費等研究助成取得状況（別紙様式４）、教育、研究に対　　する抱負、推薦書の文字の大きさは自由。）
　 

③　提出書類は、紙媒体及び電子媒体（CD-ROM等）で提出すること。電子媒体にはWord形式またはPDF形式により保存すること。
（電子媒体に保存する際には、履歴書における署名及び押印は不要）　　

　
③　提出書類はすべてＡ４判とすること。各様式を作成するに当たり、１枚でおさまらない場合は、各欄を伸ばして複数枚にして作成すること。

④　履歴書(別紙様式２)、教育研究業績書(別紙様式３) 、科学研究費等研究助成取得状況（別紙様式４）、業績一覧表(別紙様式５)、及び教育、研究に対する抱負については、この順に各ページの下部中央に通しのページ数をつけ、氏名を記入すること。
    ＜記載例＞  （全ページ２５枚のうち５ページ目の場合）

                                 　　 5/25  ○○○○（氏名）
⑤　論文別冊（主要論文５編以内）については、これらを１組としてクリップ等で留め、１０組提出すること。また、教育研究業績書(別紙様式３)の「著書、学術論文等の名称」欄では、提出する論文別冊の番号に○を付すこと。
１．提出書類目録
・別紙の【記載例】にしたがって、作成すること。

２．履　歴　書
①右下の氏名は必ず自筆で記入し、押印すること。
②年号は和暦で記入すること。
③「生年月日（年齢）」欄
　・年齢については、平成２５年８月３１日現在の満年齢を記入すること。
④「学歴」欄
　・高等学校卒業以降のすべての学歴（大学、大学院等の学科、課程、専攻等まで詳しく）について　　記入すること。なお、学位、称号等についても同欄に記入すること。
  ・博士課程を出て未だ博士号を取得していない人の学歴は、「博士課程単位取得満期退学」と記入　　すること。
  ・大学の別科、専攻科については「学歴」欄に、研究生、聴講生等は「職歴」欄に記入すること。
  ・学位、称号の他、医師、看護師、教員等の資格についても「学歴」欄に記入すること。この場合、　　登録番号等も付記すること。
  ・外国留学については、学生としての留学は「学歴」欄に、研究者としての留学は「職歴」欄に記　　入すること。
⑤「職歴」欄
　・職歴のすべてを記入し、職名、地位等についても明記すること。
　・期間が明確になるよう、「年月日」まで記入すること。
  ・現職については、「（現在に至る）」と明記すること。
  ・自営業、主婦等の期間についても省略しないこと。（給与積算の資料となります。）
  ・担当科目に直接関係のある職歴については、できるだけ具体的に記入すること。
 　   （例：看護師経歴のある人の当該看護師時の勤務病棟等）
  ・大学等の教員（非常勤講師を含む）の職歴については、主な科目名を「　」で付記すること。
　・過去における教員組織審査において教員の資格があると認められた者は、当該教員組織審査に係　　る大学名、審査の年月、職名及び担当授業科目名を記入すること。
⑥「学会及び社会における活動等」欄
　・本人の専攻、研究分野等に関連した事項について記入すること。また、教育研究上の業績を有す　　る場合は、その内容を具体的に記入すること。
  ・社会における活動は、例えば、国・自治体等の審議会、委員会等について記入すること。
⑦「職務の状況」欄
　・記入日現在における職務の状況を記入すること。
　・「専任」及び「兼担」の区分は、当該大学の専任の教員が２以上の学科にわたり授業を行う場合　　には、１の学科に限り専任とし、その他は兼担とすること。
  ・「毎週担当授業時間数」は、当該科目が前期のみ又は後期のみ開講の場合は、前期又は後期の時　　間数を、集中講義の場合は、総時間数を記入し、その旨を「備考」欄に記入すること。
  ・９０分授業は、２時間でカウントすること。
  ・実験・実習やオムニバス方式による授業などで、学期の一部の期間を担当する場合は、担当時間　　数を、通年のときは３０週、半期のときは１５週で除した数を記入すること。
３．教育研究業績書　（年号は西暦で記入すること）
・この書類は、担当授業科目等に関連する教育上の能力に関する事項、職務上の実績に関する事項及　び主要な著書、学術論文等（発行又は発表が予定されているものを含む。）について作成すること。
・１枚目、右上の年号は和暦で、氏名は自筆で記入し、押印すること。

・「教育上の能力に関する事項」、「職務上の実績に関する事項」の欄には、担当授業科目に関連す　る業績を年月日順（過去→現在）に簡潔に記入すること。
・「著書、学術論文等の名称」の欄には、著書、学術論文及びその他の順に、それぞれ年月順（過去　→現在）に番号を付して記入すること。
　　　（学術論文）→論文集、学術雑誌、学会機関誌、研究報告、紀要等に学術論文として発表した　　　　　　　　　　ものを記載。
　　　（その他）→「総説」、「翻訳」、「辞典」、「白書」、「年鑑」、「国際会議等発表」、「国内学会発表」等を記載。
・「概要」の欄には、教育上の能力に関する事項、職務上の実績に関する事項及び著書、学術論文等　の概要について、各欄、各論文等ごとに少なくとも２００字で具体的に記入すること。
・著書、学術論文等が共著の場合は、担当部分及びページ数を明記し、また、本人の氏名を含め著作　者全員の氏名を当該著書、論文等に記載された順に記入すること。
（本人のところにアンダーラインを引くこと。）　
・学位論文については、その旨明確になるように記入すること。
・発表学会誌等は、その名称のほか、巻・号等まで明記すること。
・学会誌等において発表予定のものは、その旨を明記し、証明書を添付すること。
  （いわゆる投稿予定のものは含まない。）
４．科学研究費等研究助成取得状況
・科学研究費、財団等の研究助成及び各省研究班等への参加又は参画状況についてそれぞれ年月順（過去→現在）に番号を付して記入すること。
・右下の氏名は必ず自筆で記入すること。
　
５．業績一覧表
・著書、論文について、それぞれ区分毎に発表した論文数を記入すること。論文については、それぞれ1st Authorとなった論文数を内数で記入すること。

・学会発表について、国際学会と国内に分けて、それぞれ区分毎に発表数を記入すること。

・右下の氏名は必ず自筆で記入すること。
　

